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奈良

総

何
等
の
影
響
を
及
ず
唱
の
に
非
ヂ
然
ら
ば
'
如
何
な
る
、

場
合
に
於
て
此
の
事
費
が
飯
事
裁
列
の
消
滅
に
関
係

す
る
も
の
な
'
り
や
と
一
五
ふ
仁
能
保
謎
凶
は
保
護
の
安

殺
を
泉
げ
ん
と
す
る
に
賞
。
飯
事
裁
剣
の
存
在
は
非

常
の
障
碍
と
な
る
を
以
て
之
仁
劉
し
何
等
か
の
措
置

じ
出
で
ぎ
る
一
円
か
ら
ヂ
而
し
て
此
椛
置
の
如
何
は
資

仁
領
事
裁
剣
仁
川
却
し
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の

と
す
今
此
場
合
仁
能
保
護
閣
の
採
る
べ
を
措
置
仁
闘

し
二
個
の
主
義
を
説
明
せ
ん

(
叩
)
例
閥
主
義
例
閥
主
義
は
先
づ
白
闘
の
究
明
裁
剣

制
皮
を
被
保
諮
問
内
に
設
置
し
従
る
後
閥
際
談
剣
に

よ
L

リ
て
第
三
闘
を
し
て
領
事
裁
剣
を
撤
退
せ
し
め
ん

と
す
る
唱
の
に
し
て
脱
広
之
を
チ
ユ
ユ
ス
に
安
行
し

て
禁
致
宏
泰
せ
I

り
然
ど
宅
第
三
闘
は
必
し
も
能
保
護

凶
の
提
議
に
閥
窓
ず
る
の
義
務
な
き
も
の
I
C
ず
放
に

倒
閣
は
第
三
閣
の
不
同
誌
に
際
令
ナ
る
や
断
然
被
保

設
問
の
令
併
を
決
行
ぜ
ん
〆
彼
の
マ
ダ
ザ
μ

ス
カ
ル
合
併

は
其
趨
例
な
I

り
保
議
機
の
設
定
、
が
飯
事
裁
剣
の
消
滅

仁
関
係
あ
る
は
此
俄
倒
主
義
の
場
合
な
t
り
と
す

一-"  、一酔.... 
..... . 
一

(
乙
)
英
閥
主
義
英
凶
は
白
凶
の
誘
戦
勝
畿
の
下
に
被

保
護
閥
k
じ
て
品
目
一
(
土
着
の
司
法
制
皮
を
改
良
せ
し
め

被
保
護
闘
が
白
か
ら
究
明
裁
剣
を
行
ふ
事
を
得
る
仁

至
る
を
侠
も
て
各
闘
を
し
て
飯
事
裁
剣
を
撤
退
せ
し

め
ん
と
E-C
を
期
す
る
が
も
の
な
よ
り
一
放
に
彼
の
悦
令
裁
剣

の
如
を
は
其
時
期
の
到
る
迄
ニ
凶
以
上
の
同
氏
に
関

係
す
る
民
事
々
件
を
裁
列
そ
し
め
以
て
飯
事
裁
仰
の

勢
惑
を
艇
減
せ
し
め
ん
と
す
る
一
時
的
方
策
に
泌
ざ

ヂ
故
仁
此
主
義
の
場
合
仁
於
て
は
保
護
関
係
は
似
事

裁
剣
の
治
械
と
何
等
政
談
の
関
係
を
有
せ
ま
る
唱
の

よ
L

す
'

E
V
T
W
U
+
φ
+
A品
A
品
目
v+O中命品・・同州

臣
民
リ
削
除
成
立
を
十
〉
就
き

再
出

-
4
A
3
A
1
1
A
h官、、

1
T一
一
一
一
日
長
引
m
M
・札
Y
J

久子

L
A
n
A
f
弘

一

二

以

w

升
長
』
/
ホ
ド
・
こ

F
1
t
p

河
川
米
利
加
鍛
惑
の
特
色
と
宅
一
五
ふ
ぺ
舎
は
総
べ
〈
の
計
算

を
中
央
に
終
り
る
に
あ
t

り
印
も
各
所
よ
ら
は
枚
入
文
山
等

に
針
ず
る
報
告
書
を
本
一
枇
仁
抗
出
せ
し
め
本
枇
白
わ
ち
之

が
勘
定
整
理
の
住
仁
蛍
ゐ
唱
の
と
す
最
近
二
一
一
一
十
年
間
に

、

於
け
る
問
問
鍛
滋
合
計
の
談
慾
は
資
仁
悲
し
さ
替
の
に
し
総
括
仁
平
準
別
に
終
騨
穂
別
ム
仰
に
務
協
を
滋
ふ
て
慾
別
し

て
呉
以
前
ド
於
て
は
合
計
は
制
州
立
し
て
一
課
を
な
し
大
る
各
議
資
総
及
び
本
挙
上

b
の
日
報
と
限
合
の
上
賃
金
の
訴

も
の
に
あ
ら
ボ
/
削
・
ゆ
り
各
所
に
総
統
方
を
憶
を
各
自
の
勘
定
一
定
r
ト誤
I

り
な
を
や
否
や
を
紛
し
悲
し
談
あ
1
9
北
る
と
な
は

を
強
班
し
北
る
の
み
な
ら
ホ
/
各
所
附
の
振
替
勘
定
4

ど
宅
何
一
訂
五
越
知
を
議
し
て
之
、
が
訂
正
を
命
ホ
ノ
(
似
し
地
方
川
切
符

互
に
於
て
泌
ぽ
所
班
し
ぼ
加
、
花
る
!
の
h
如
し
以
下
少
し
く
…
に
は
控
の
井
な
を
が
故
に
忠
仁
川
翌
日
誌
を
計
算
の
仲
裁
機
と

之
が
令
計
持
政
怖
い
闘
す
る
概
一
袋

k
隙
泌
す
ぺ
し
…
す
)
以
上
の
日
抑
制
に
惑
を
其
枚
入
総
額
を
符
夜
資
限
波
仁

鍛
滋
令
計
は
之
れ
を
大
別
し
て
収
入
及
伏
文
出
の
ご
と
な
一
平
準
別
の
借
方
勘
定
に
立
て
絞
め
じ
後
日
に
ぎ
J

り
出
納
校
よ

す

一

3
9之
が
現
金
枚
入
総
の
滋
知
を
受
け
始
め
て
貸
方
に
立
て

第

一

牧

人

一

其

責

任

を

解

除

す

J

而
し
て
録
制

vm-に
車
掌
は
毎
月
一
同
川

収
入
営
別
ち
て
こ

rc
な
す
総
裁
牧
入
反
ぴ
抗
日
業
以
外
の
収
一
算
書
を
扶
出
ず
る
を
袈
ず
此
の
計
算
書
仁
・
'
は
前
月
の
踏

入
是
な

b
(絞
殺
以
外
の
収
入
拡
後
に
議
る
)
設
業
収
入
一
(
借
方
叉
は
貸
方
)
常
月
の
収
入
(
借
方
)
，
欣
入
金
に
し

は
操
界
、
荷
物
、
部
俊
、
小
荷
物
及
び
雑
収
入
の
五
秘
よ
一
て
巴
に
出
納
佼
に
畑
一
訴
し
花
る
も
の
(
貸
方
)
及
び
翠
月

J

り
成
る

γ
へ
の
越
(
借
方
叉
け
い
貸
方
)
の
勘
定
を
記
載
し
あ
る
も
の

(
イ
)
品
限
界
欣
入
拡
符
総
に
於
て
設
資
す
る
柴
容
初
符
兵
一

2.ず

ぴ
寧
惑
が
本
的
に
て
夜
行
ず
る
資
銀
受
取
同
切
符
を
計
算
の
一
以
上
の
欣
入
金
の
内
γ
い
は
一
批
外
織
に
跨
る
賃
金
子
一
合
0
・活

基
礎
と
す
以
上
の
叩
切
符
は
校
及
び
本
紙
の
ニ
斤
ょ
，
h
成
る
一
の
あ
る
が
故
仁
之
れ
仁
濁
し
て
拡
各
関
係
餓
滋
合
…
耽
仁

告
の
仁
し
て
各
援
資
限
抵
仁
本
掌
は
之
が
践
の
一
汗
を
日
一
一
肌
蛍
計
算
を
な
す
を
裂
す
一
印
し
て
認
の
肌
位
計
算
の
結
果

抑
制
止
北
ハ
仁
日
々
木
枇
合
計
ヘ
畑
出
め
す
る
を
一
袋
す
令
計
仁
於
拡
各
鍛
滋
令
一
耽
仁
毎
月
一
定
の
書
式
仁
掠
る
滋
知
舎
を
後

て
以
上
の
抑
制
付
を
受
け
北
る
と
を
時
訟
の
一
井
を
谷
滋
賀
ず
る
も
の

pr-す
之
に
反
し
て
刷
出
品
M
初
の
越
知
を
他
鎖
議
合
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枇
よ

b
受
花
る
と
を
は
本
掌
よ
r
り
廻
怒
し
淑
ゅ
よ
り
お
ι
る
附
切
符
く
し
て
各
燃
は
資
上
高
を
併
方
と
し
出
納
佼
ヘ
の
廻
怒
高

之
針
焔
し
之
が
限
常
綴
仁
絞
ら
な
や
否
や
を
検
し
若
し
説
を
貸
方
ー
し
な
す
の
勘
定
を
な
す
(
車
掌
の
車
内
に
於
て
後

F

り
あ
る
と
を
は
訂
一
北
通
知
を
設
し
翌
月
の
勘
定
に
於
て
之
変
ず
る
気
鋭
受
取
引
符
仁
川
封
ず
る
一
以
放
は
総
て
滋
賀
牒
の

が
訂
正
を
求
む
る
に
あ
t

り

取

扱

仁

問

、

N
レ
)

(
備
考
)
染
容
初
符
仁
ニ
穂
、
あ
1

り
地
方
阿
切
符
議
し
初
符
是
(
廿
)
荷
物
枚
入
は
谷
川
悦
ょ
・
0
供
，
日
一
剣
付
し
・
米
ゐ
輸
出
荷

な
J

り
以
上
の
大
別
は
混
常
切
符
の
外
仁
枝
彼
凶
切
符
哩
M
W
符

廷

決

仁

就

-md
統
合
令
討
は
之
が
等
級
賃
銭
其
他
の
計
算
に

特
別
初
符
災
問
機
附
切
符
等
の
区
別
わ
ら
地
方
議
常
明
符
は
談
L
リ
な
を
や
否
や
を
粉
し
若
し
談

b
ゐ
r
り
北
る
と
き
は
訂

品
川
日
混
一
枚
(
名
刺
形
の
も
の
)
な
f

り
但
し
例
外
と
し
て
二
五
遜
知
を
設
し
之
が
訂
正
止
命
、
下
而
し
て
以
上
の
廷
決
と

芹
よ
ら
成
。
…
芹
を
犯
と
し
大
る
が
も
の
あ

b
往
復
初
符
は
谷
線
上
ιり
の
総
出
日
報
と
の
照
合
を
な
し
且
つ
議
…
泌
総
の

従
犯
の
二
井
よ

b
成
る
迩
し
M
W
符
以
内
取
J

初
仁
控
の
一
井
を
輸
出
日
報
と
受
付
燃
の
輸
入
日
識
と
の
灘
間
一
の
結
果
相
Mm

有
し
最
後
の
一
件
仁
契
約
依
現
有
効
期
日
及
び
等
級
統
一
す
を

A
V
す
る
や
百
ゃ
を
検
変
ず
る
も
の
と
す

詑
載
し
セ
る
も
の
、
外
其
の
他
は
通
行
ナ
ベ
号
異
な
ιり
北
荷
物
収
入
拡
立
替
郷
(
之
は
持
込
食
又
は
他
命
日
一
枇
鍛
滋

る
餓
滋
舎
一
枇
の
数
仁
熔
b
大
る
同
一
様
式
の
一
井
を
摺
加
運
賃
の
立
替
仕
郷
等
主
再
ふ
)
反
ぴ
法
貨
の
ニ
極
と
す
以

し
允
る
唱
の
な
ら
符
般
の
附
切
符
は
女
学
又
は
数
字
を
以
て
上
の
京
株
挑
及
び
迷
気
以
前
捌
と
し
て
夜
間
仰
に
〈
出
荷
人

.
類
別
す
此
の
狐
別
は
北
口
議
着
牒
路
筋
等
級
等
を
瓜
別
ず
る
了
よ
・
り
牧
入
ナ
る
場
合
ー
し
後
捌
と
し
て
品
川
品
川
柳
に
て
荷
受
人
よ

仁
用
ゆ
而
し
て
各
紙
別
待
仁
初
符
得
税
を
附
す
る
を
常
例
了
り
枚
入
ず
ふ
場
令
と
あ
1

り
故
仁
科
燃
の
湖
沼
は
輸
入
荷
物

と
す
阿
切
符
代
僚
は
総
て
援
交
際
仁
於
て
之
が
る
一
部
一
を
請
求
J

に
封
ず
る
立
替
挑
態
安
及
び
輸
出
荷
物
に
到
す
る
前
仰
を

す
而
し
て
滋
賀
騨
の
寅
上
牧
入
金
以
毎
日
出
納
佼
又
は
出
借
方
に
立
て
総
出
荷
物
に
測
す
る
立
替
挑
及
伐
総
入
荷
物

納
佼
よ
'
り
お
定
せ
ら
れ
花
る
銀
行
に
送
附
す
る
を
要
す
期
中
の
前
携
を
貸
方
に
立
つ
る
に
あ
1

り
一
印
し
て
之
が
貸
方
借

'i、i

M
r
r
‘ve正記主主

方
の
美
総
は
邸
中
り
各
燃
が
現
金
の
抑
制
訟
を
出
納
佼
仁
な
し
仁
恕
-O'
車
掌
に
は
別
仁
水
紙
の
お
獄
の
務
統
品
名
及
数
量
得

て
始
め
て
共
責
任
の
解
除
そ
受
け
得
ペ
お
じ
も
の
な
t

り
を
詑
載
し
允
る
番
付
を
波
し
輸
の
訟
古
布
芯
し
む
る
方
怯
に

(
備
考
)
怒
搬
を
依
頼
せ
ら
れ
た
る
荷
物
仁
約
し
て
は
以
上
る
汁
も
の
と
あ
r
り
(
但
し
返
し
の
活
放
の
場
合
は
按
級
制
w
b
L

扱
燐
に
於
て
荷
物
受
取
の
設
i
L
し
て
荷
積
校
舎
か
-
一
荷
主
に
受
付
燃
と
見
倣
し
て
解
す
ぺ
し
)
斯
く
し
て
着
脱
に
於
て

滋
す
而
し
て
荷
物
を
設
訟
す
る
に
常
l

り
て
は
必
?
の
訟
獄
を
荷
物
k
‘
受
入
れ
北
る
と
を
は
絞
釈
と
間
以
令
の
上
街
受
人
に

作
製
す
ゐ
を
‘
裂
す
訟
放
を
別
も
て
北
ハ
地
鼠
逝
及
地
方
の
三
混
知
舎
を
設
す
議
知
書
は
二
斤
よ
t
り
成
る
印
私
荷
受
人
は

よ
」
す
第
一
の
共
逝
一
治
欽
は
一
枇
外
線
を
も
北
ハ
逃
し
て
阿
一
泡
其
…
井
を
抗
供
し
て
(
怒
気
後
初
も
の
は
税
金
子
-
泌
ヘ
)

吠
仁
て
恕
搬
し
得
る
も
の
を
一
五
ふ
似
し
之
は
…
定
の
割
合
荷
物
を
受
取
る
に
あ
ん
J

斯
く
し
て
荷
絞
読
書
は
腎
逝
荷
物

A
N訟
'
に
惑
を
算
定
し
相
互
計
算
土
以
て
月
勘
定
止
な
す
べ
受
取
に
必
裂
な
し
と
縦
ど
宅
若
し
荷
出
入
仁
し
て
自
己
の

を
巾
介
規
約
あ
み
鋭
治
合
一
枇
線
内
仁
限
る
第
二
の
け
池
し
い
誌
活
出
荷
物
を
}
北
常
受
収
入
に
波
す
べ
を
保
殺
を
叫
ん
が
対

政
院
以
上
の
規
約
な
な
以
社
外
線
仁
泡
込
む
荷
物
に
烈
ゆ
め
特
に
荷
物
引
絞
に
は
荷
積
読
書
の
抗
供
を
一
裂
す
ゐ

mn
の

此
以
接
続
例
制
下
於
て
荷
物
品
胤
仁
之
が
印
刷
貨
の
受
波
を
な
す
依
頼
を
な
し
来
る
も
の
あ
・

6
此
の
場
合
に
於
て
は
怠
欽
に

も
の
ー
と
み
q
ノ
一
週
間
付
に
迩
総
計
算
仁
よ
j

り
勘
定
を
な
す
を
認
の
旨
を
記
し
て
燃
に
投
泣
す
印
jv
り
務
総
は
荷
受
人
に
し

ゃ
返
と
す
回
附
し
て
第
一
ニ
の
地
方
の
お
獄
以
北
〈
合
一
枇
線
以
内
の
て
荷
積
読
書
の
提
供
を
な
コ

γ
ゐ
仁
於
て
は
該
荷
物
の
引

恕
倣
荷
物
K
用
ゆ
る
唱
の
J
・
ず
各
浴
蹴
は
お
二
避
を
以
F

り
(
淡
を
な
す
乙
と
を
符
ぴ
る
な
ん
。

一
通
営
総
と
し
他
の
ご
池
宮
本
一
枇
合
計
に
日
報
と
ル
ム
ハ
仁
畑
一
滋
賀
の
取
立
は
総
て
4

取
丘
滋
知
書
じ
よ
る
取
す
一
議
知
舎
は

の
泌
す
而
し
て
本
紙
拡
荷
物
総
浴
剤
仁
mm
ゆ
る
が
も
の
な
よ
ソ
平
~
共
の
後
行
よ
し
同
時
仁
将
勝
税
金
方
仁
於
て
取
立
山
地
知
絡
の

掌
之
を
持
し
て
谷
一
受
付
騨
仁
荷
物
Ir・
北
ハ
に
渡
す
方
絵
仁
よ
借
方
に
立
て
肌
胞
を
之
に
胤
刻
し
て
現
金
の
文
例
を
受
け
セ
る

る
も
の
と
本
紙
読
釈
は
急
行
列
亭
仁
て
先
に
之
を
受
付
燐
之
さ
之
、
が
貸
方
に
立
て
以
て
米
取
立
金
を
殺
到
す
る
と
此
ハ

85 
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仁
現
金
出
納
簿
の
併
方
に
記
入
す
脱
出
荷
物
の
ふ
則
搬
に
狩
扱
に
一
住
し
餓
道
合
一
祉
は
之
が
…
定
の
枚
入
閣
人
引
を
協
犯

す
る
収
入
会
及
ぴ
各
積
の
総
収
入
然
、
は
総
て
現
会
出
納
簿
し
代
理
取
扱
を
な
す
に
あ
1
9
持
滋
は
汲
巡
令
祉
の
牧
入
金

の
借
方
に
立
つ
み
も
の
と
す
一
印
し
て
以
上
諸
収
入
金
は
山
一
広
野
ず
る
幾
初
を
鍛
廷
に
牧
ヤ
と
一
万
ふ
契
約
な
I

り
印
私
混

納
佼
叉
は
出
納
役
の
指
定
し
大
る
銀
行
に
送
附
ず
る
と
同
一
巡
合
一
枇
よ

b
毎
月
北
一
一
枚
入
金
に
刻
す
る
報
告
書
配
役
一
し
之

時
に
税
金
総
の
貸
・
・
万
仁
立
つ
ゐ
サ
も
の
な
る
が
故
に
限
立
議
一
に
よ
ら
て
月
々
鍛
滋
に
牧
む
べ
を
金
額
ξ
決
定
ー
ず
る
告
の

知
絡
に
幾

6
ほ
泊
ゐ
米
淑
-V一
の
分
ー
に
現
金
出
納
鮮
の
差
引
民
一
ー
に
す
郵
便
物
と
同
b
く
小
荷
物
平
な
み
る
の
列
取
・
に
泌
総

卸
も
税
金
在
高
と
が
谷
川
抑
の
つ
バ
テ
ン
ス
し
と
し
て
惣
月
一
し
み
人
ソ
て
之
仁
よ
』
り
て
M

作
所
に
配
付
す
、
問
料
長
及
-
び
本
数

ヘ
繰
趨
コ
る
ぺ
色
も
の
な
・
1

り

一

は

鼠

・

に

議

総

合

祉

の

一

代

測

人

と

し

て

之

が

荷

物

の

取

扱

(
ハ
)
部
俊
収
入
は
品
川
H

温
四
ヶ
年
む
に
一
定
の
期
日
を
定
一
を
な
す
に
止
ま
ム
ツ
餓
滋
事
務
と
以
必
然
共
関
係
少
一
呉
仁
す

め
金
総
を
滋
b
〈
共
の
取
批
郊
便
物
の
常
一
笠
宮
検
し
之
、
ど
一
(
ホ
)
雑
収
入
は
体
草
場
内
に
備
付
け
ら
れ
大
る
便
所
用

際
協
咋
と
し
て
次
の
四
ヶ
年
に
於
け
る
郵
便
物
の
総
浴
に
封
一
紙
総
長
川
市
及
び
奴
所
の
伎
川
料
等
よ
r
り
の
牧
入
に
し
て
之

ず
る
賃
金
を
政
府
1
乙
協
定
す
る
仁
あ
ら
政
府
と
の
勘
定
は
一
れ
ゲ
枚
入
金
は
雑
収
入
と
し
て
お
燃
の
借
カ
に
立
て
現
金

本
枇
に
於
て
一
年
凶
同
に
な
す
と
雌
ど
迫
状
入
の
勘
定
と
一
J
V
H

一
出
納
佼
に
廻
滋
し
て
貸
方
に
立
つ
る
の
勘
定
、
を
な
す
に

し
て
は
一
ヶ
年
の
秘
資
級
の
十
二
分
の
一
を
毎
月
牧
入
に
一
止
ま
る
多
く
は
一

1

ペ一一

l
し
J

ピ
符
の
中
に
務
入
れ
て
之

立
合
る
に
わ
y
h
/

郵
便
取
扱
以
郵
便
守
支
来

b
て
之
宮
部
俊
一
が
所
要
む
速
す
る
の
白
倒
的
投
段
な
る
グ
故
に
一
ケ
月
一

斑
・
に
税
込
み
部
侠
平
に
は
丸
郵
便
官
山
氏
、
東
込
み

m
bて
之
一
皮
此
必
ず
の
一
凶
を
舟
ね
て
始
め
て
枚
入
肋
定
仁
立
つ
ぶ
も
の

を
各
到
着
地
に
配
付
す
る
に
あ
'o
各
州
仰
に
於
て
は
何
等
閑
一
ー
に
す

係
す
る
と
乙
ろ
な
し

。t'r
p，"" 

←r ... 
人

"..--、
.... 
・・4

、...._/

小
荷
物
の
運
搬
は
混
迷
合
祉
の
取

支
出
も
牧
入
I
ζ

同
b
く
総
業
支
出
及
び
鶴
来
以
外
の
文
出

A
P
j
t
J
f
L
守、

t
1
J
F
n
V
7
7
，
句

λ
f

八、

s
t
-
，4F
J
Hリ
H

，d
u
n
e
v
j
/

佼
よ
'
h，J

之
が
.
賃
金
の
仕
掛
を
了
し
北
る
同
日
の
通
知
を
受
け

出
納
佼
岩
し
く
は
税
金
勘
定
を
見
合
に
検
夜
締
賀
会
社
柳

川
前
勘
定
の
借
方
仁
立
つ
る
が
も
の
土
、
ず
印
も

f

F

A

A

A

河
川

f
h、
入

z
-
L
A
I
、1
1
7

、r

記
一
行
訓
曹
司
υ

政
法
z
w
v
p
-
M
U，ぷト

87 

の
ご
じ
別
る
〈
峨
官
業
以
外
の
文
出
は
後
段
に
之
宮
論
歩
ぺ

し
)
瞥
業
・
す
一
出
と
は
繰
蛾
…
慌
に
直
接
要
す
る
費
用
に
外
な
ら

歩
的
・
弘
之
を
院
別
す
れ
ば
以
下
の
如
し

(
イ
)
線
路
及
誌
の
他
の
経
造
物
の
補
絡

(
こ
本
側
及
其
の
他
の
器
具
の
郁
絡

民
間
い
主
臼
司
会
主
任
卜
A
h
U
A
Jマ

ミ
J

n

m

択
定
翠
川
河

4
4
3
訴
す
/
信
イ
主
7
d

f

J

h

φ

A

d

午、・
F
/
み
ル
即
日
F
寸.戸

(

ユ

)

総

係

費

出

納

役

よ

1

り
社
郷
踏
の
遮
知
を
受
け
忙
る
場
介

以

上

の

袈

日

に

溺

ず

る

項

目

の

積

別

は

政

府

の

指

定

し

党

検

夜

椀

賃

金

社

挑

w一一小

1
I
f
1
U
4
2
l

ト
k
t
ι

、4

る

科

目

区

分

に

従

ふ

を

一

換

す

る

も

の

と

す

而

し

〈

之

が

計

任

斜

私

ポ

く

り

務

会

算
の
基
礎
J-
な
る
べ
な
も
の
は
婆
す
る
に
賃
金
用
品
及
賠
(
の
ぬ
-
犯
を
立
つ
る
干
の
1

り
故
仁
検
夜
憐
賃
金
仕
柳
W
前
勘
定

償

金

等

と

す

ー

一

の

差

引

尻

は

末

仕

挑

賃

金

を

訟

味

ず

る

も

の

な

1

り

賃
金
の
社
柳
川
μ
賃
金
仕
挑
W
ホ
ド
基
づ
く
貸
金
仕
掛
w一
対
は
一
一
(
備
考
)
最
近
十
二
一
一
一
年
間
じ
於
て
貸
金
仕
掛
方
法
に
諮

ヶ
月
'
一
刊
に
叉
は
一
週
間
特
に
(
符
洲
法
律
の
定
ひ
る
之
乙
一
し
を
匙
歩
ナ
ピ
見
文
t
り
其
以
前
仁
於
て
は
文
繍
入
が
社
抑
寧

ろ
に
よ
九
/
て
異
な
る
)
広
絞
使
用
筒
所
仁
一
於
て
作
製
し
上
一
・
に
税
金
を
載
せ
て
各
所
を
飛
7
0
畑
し
賃
金
子
社
抑
ふ
F
ζ

同

司
の
承
認
を
総
て
水
・
枇
令
計
に
創
浴
す
る
唱
の
止
す
合
計
一
時
に
之
が
賃
金
社
拠

w一
定
谷
受
取
人
の
白
川
有
配
取
よ
り
な
る

に
於
て
之
が
廻
付
を
受
け
北
る
と
を
は
所
袈
の
紛
・
交
を
窓
了
γ
一
普
通
と
せ

b
(
現
訟
と
て
も
小
鍛
惑
に
於
て
は
依
然
此

け
然
る
後
谷
貸
h
A

品
仕
挑
票
に
示
す
所
の
山
抗
日
仁
墓
守
」
検
資
一
の
憤
山
仰
向
を
持
続
す
る
も
の
少
な
か
ち
ポ
/
)
然
る
仁
近
年
仁

鰍
別
賞
金
仕
抑
京
な
る
勘
定
を
相
手
に
符
其
王
位
設
は
の
板
潔
'n
約
八
金
社
捌
小
川
明
示
J

d

を
舟
ゆ
る
方
路
仁
よ
る
唱
の
日
仁

粧
を
な
し
賃
金
仕
挑
哀
を
出
納
役
に
湖
付
す
附
し
て
出
納
多
を
を
加
ゆ
印
お
命
日
計
一
仁
於
て
資
金
校
側
哀
の
粉
・
夜
を
了

何
々
山
武

第
二

雑

一一一円七

総
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し
、
光
る
後
合
計
課
長
に
於
て
之
れ
が
各
人
に
野
す
る
賃
金
が
仕
郷
事
項
の
生

b
な
る
直
接
関
係
方
に
於
て
之
を
作
製

札
郷
小
川
切
手
を
作
製
し
出
納
役
に
畑
地
附
す
出
納
役
は
之
を
す
(
但
し
用
品
代
は
例
外
と
し
倉
庫
方
に
於
〈
之
b
w
一
作
る

各
所
に
配
付
し
て
賃
金
の
仕
掛
を
な
す
各
所
に
於
て
仕
榔
一
(
後
岐
点
ぬ
一
間
以
〉
仕
掛
菜
の
雪
山
紘
各
餓
治
北
ハ
ー
多
少
の
法
廷
あ

小
初
予
の
受
入
を
な
し
北
る
と
さ
は
先
を
に
振
出
し

t-v心
一
る
宅
要
す
る
に
大
同
小
異
な
λ
ソ

賃
金
仕
…
郷
認
の
鈴
tr-
照
令
の
上
之
が
受
取
書
を
出
一
殺
伐
に
…
液
接
関
係
山
々
に
於
て
代
理
請
求
人
よ

6
椛
出
し
き
'Q

請
求

…
給
付
す
ぺ
し
附
し
て
各
人
へ
の
限
付
方
仁
付
て
は
共
の
筒
一
番
に
基
づ
含
仕
梯
諜
b
q
作
製
し
勘
定
科
臼
を
付
し
呉
仕
挑

所
中
出
径
の
責
任
に
一
任
す
る
も
の
と
す
…
禁
の
一
井
印
も
路
に
請
求
書
を
添
付
し
上
司
仁
総
出
し
之

市
し
て
賃
金
仕
郷
小
川
初
予
三
引
換
に
銀
行
叉
ー
は
共
の
他
の
一
が
承
認
を
総
て
本
一
枇
合
計
仁
川
制
送
ナ
合
計
に
於
て
仕
桃
川
前

筒
所
に
於
て
現
金
の
仕
挑
を
な
し
大
る
と
を
は
之
れ
が
仕
一
の
廻
付
を
受
け
北
る
と
を
綜
所
W
K
の
検
査
宏
滋
け
課
長
之

閣
総
小
切
手
を
路
仁
出
納
役
に
廻
怠
ず
る
を
一
安
す
以
上
の
…
を
承
認
し
な
る
上
検
査
総
仕
挑
W
一
対
な
る
勘
定
企
相
手
に
俄

犯
付
に
よ
J
h
ノ
て
出
納
佼
は
該
小
初
予
一
が
疋
常
受
取
人
に
仕
一
I

り
に
各
人
各
勘
定
の
打
消
し
+
ど
な
し
置
を
之
が
社
挑
哀
を

挑
し
花
る
や
谷
ゃ
を
知
る
を
得
べ
く
叉
之
に
よ
よ
リ
て
銀
行
一
山
納
役
に
廻
浴
し
仕
郷
土
な
コ
し
む
る
に
あ
・
0
印
刷
く
し
て

叉
は
支
の
他
の
仕
挑
筒
所
の
貸
カ
に
立
つ
み
の
材
料
と
な
一
出
納
伎
に
於
て
仕
抑
を
了
し
た
る
と
を
は
仕
挑
黙
に
仕
排

す
を
得
る
な
ら
斯
く
し
て
出
納
伎
は
其
の
仕
掛
油
小
初
予
…
織
の
同
日
を
詑
し
合
計
に
怒
反
ナ
合
計
は
波
仕
挑
哀
が
間
取
し

を
令
計
仁
…
側
一
附
ず
合
計
に
於
て
も
亦
受
取
人
の
手
首
受
取
…
て
一
止
皆
受
取
人
仁
川
忙
挑
は
れ
士
る
や
否
や
を
検
し
花
る
上

人
な
る
や
否
や
等
を
検
し
て
後
始
め
て
前
践
の
出
納
役
…
散
…
出
納
佼
若
く
は
現
金
勘
定
を
見
合
に
検
潟
札
機
仕
訓
W
M
勘
定

定
の
貸
方
及
び
検
査
椀
賃
金
仕
挑
w一
対
の
借
方
に
立
つ
る

G
J
の
借
方
に
立
つ
る
も
の
と
す
邸
も

の
lι

ず

(

第

二

の

場

合

参

照

)

第

一

社

挑

諜

検

査

縦

断

の

場

合

賃
金
以
外
の
仕
愉
酬
は
普
湿
の
仕
抑
禁
に
披
v
b
仕

挑

思

ぽ

之

合

祉

叉

以

個

人

繍
闘
関
闘
関
悶
悶
間
関
関
関
溺
関
関
閥
問
調
関
線
翻
悶
調
関
銭
関
調
関
翻
認
調
詞
滋
調
関
舗
銅
靭
認
調
認
識
時
翠
現
議
議
議
潟
籍
調
溺
潤
髄
闘
関
野
籍
料
開
議
弓
昨

8D 

定
科
目
は
他
の
仕
掛
而
が
よ
し
異
な
よ
り
本
費
目
の
代
to
に
物
品

の
受
入
を
な
し
文
る
倉
庫
方
叉
は
受
取
人
と
す
上
司
の
承

~
認
を
総
て
合
計
に
廻
泌
す
而
し
て
令
計
に
於
て
は
設
を
に

一
刻
付
を
受
け
花
ゐ
第
二
井
の
仕
明
書
仁
基
き
巴
に
記
入
帳

の
勘
定
を
な
す
に
あ
ん
J

一
に
記
入
し
あ
る
が
故
に
以
上
の
仕
挑
W
一
対
の
廻
付
を
受
け
北

(
備
考
)
用
品
仁
ね
到
す
る
取
扱
は
小
餓
殺
に
あ
1

り
て
以
降
一
る
と
き
に
詑
入
般
の
癒
蛍
の
側
仰
に
之
が
仕
掛
哀
の
呑
城
並

援
に
本
段
目
を
相
手
に
用
品
代
の
仕
抑
を
な
し
倉
庫
勘
定
一
に
日
付
紘
一
吋
を
記
入
し
て
此
の
槻
の
締
初
を
な
す
に
み
ん
/
斯

を
設
け
か
』
心
も
の
あ

b
と
雌
宅
多
く
は
合
庫
方
勘
定
を
持
一
く
し
て

F

ず

る

配

地

日

越

と

す

一

第

一

物
口
仰
の
請
求
拡
各
所
よ
'b投
出
す
る
務
求
書
に
基
く
唱
の
一

に
し
て
(
務
求
書
は
一
筒
月
拠
な
t

り

)

一

変
込
人
は
物
品
の
屑
入
に
謝
し
三
趨
の
仕
・
川
明
書
を
仕
入

方
に
提
出
す
る
を
要
す
'
即
も
第
一
井
は
物
品
受
付
制
所
仁

第
二
件
は
令
計
に
廻
怒
し
第
三
井
は
仕
入
方
の
控
と
な
す

弘
の
な
1

り
而
し
て
第
一
件
の
仕
-mw舎
は
物
品
受
入
個
所
に

於
て
ゆ
(
入
物
品
I

仁
川
出
合
の
上
受
入
怖
の
旨
'
T
リ
仕
明
書
耐
に

印
し
て
仕
入
方
に
辺
反
す
る
に
あ
ん
仕
入
方
に
於
て
受
入

総
仕
明
書
の
延
長
を
受
け
大
る
I
ζ

を
は
之
仁
基
づ
公
社
挑

哀
を
作
製
す
斯
く
し
て
之
が
仕
・
郷
楽
に
記
入
す
べ
を
勘

制
抑

J
r

・-，，ia 

，C
F
J
 

検
査
総
仕
挑
一
開
示

出
納
佼
よ

6
仕
掛
憐
仕
挑
w一
対
を
受
け
北
る
坊
A
W

検
資
総
仕
挑
-W
九一小

出
納
佼
治
拡
税
金

仕
抑
吋
山
一
ポ
検
査
傍
の
場
合合一
枇
M
A
個
人
命
蔭
奇
ト
ぷ
仰
を
、

4
4叶
主

hwVAl--d

出
納
役
ょ
ん
仕
掛
総
仕
掛
哀
の
山
地
反
を
受
け
、
党
る

.!i~\' 

討す場
合

K
M
λ
A
T・-M
年
L
L
h
h
H
S
-
N

b
m引
オ
ヤ
一
物

U
r
f剖
訓
W
U
V
H日
付

H
H山
内
向
え

v
l
ψ
中
引
t

の
勘
定
を
な
す
と
と
一
般
の
仕
・
狐
票
取
扱
に
同

b
然
る
に

設
に
用
品
の
凝
扱
仁
版
。
…
般
の
仕
州
柳
川
一
刻
fc取
扱
を
山
内
に

す
る
約
十
三
党
〉
上
-
b
兵
I
C〉
心
ド
叫
止
と
司
寺
に
h

比
二
乙

JyyuH品

t
?品
川
じ
千
羽
羽
目
-E4JJFV
イ
さ

l
j
ド
I

J
ば

が
本
山
武
臼
の
借
方
に
立
つ
べ
を
も
の
な
る
に
反
し
川
口
仰
に

総t

一
同
九
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湖
、
ず
る
仕
抑
直
前
は
英
作
製
tr-
同
時
に
之
を
倉
庫
方
勘
定
の
て
此
日
通
と
し
叉
合
理
な
る
が
如
し
一
附
し
て
以
上
筏
業
以
外

併
方
に
立
て
慌
を
倉
庫
方
に
於
〈
各
使
用
個
所
よ
ら
後
行
の
欣
入
及
ぴ
文
山
合
一
中
起
業
山
試
合
資
本
勘
定
仁
志
つ
る
の

す
る
物
品
引
出
羽
符
(
刊
明
符
は
勘
定
科
目
を
刊
す
る
を
一
一
外
其
の
他
は
之
を
奨
の
年
皮
の
牧
文
勘
定
成
は
抗
策
勘
定

一
袋
す
)
に
物
品
被
紛
の
上
を
付
し
之
が
廻
訟
を
な
し
北
ゐ
一
の
何
わ
に
立
つ
べ
合
妙
も
の
な

b
w
し
て
之
が
牧
文
助
広
に

と
を
始
め
て
倉
庫
方
の
貸
方
じ
立
て
残
品
に
到
す
る
安
佐
一
立
つ
べ
を
も
の
と
す
損
議
勘
定
に
立
つ
べ
合
唱
の
と
の
似

を
明
、
わ
い
ド
ず
る
t
ζ

同
時
に
物
品
引
出
間
切
符
仁
沌
殺
し
あ
る
一
別
は
各
州
明
治
各
其
の
掠
る
所
、
な
呉
に
す
I
r
鋭
も
品
川
口
過
は
収

費
目
の
借
方
仁
立
つ
る
も
の
と
す
ノ
似
し
以
上
会
成
方
の
袋
一
入
支
出
に
し
て
共
の
年
皮
に
生
b
忙
ゐ
告
の
な
る
と
を
は

-
万
一
は
各
引
出
初
符
ん
吟
に
な

3
?し
て
一
筒
月
之
総
め
倉
庫
一
之
を
収
支
勘
定
ト
ド
立
て
牧
入
文
出
仁
し
て
前
年
度
に
泌
す

方
よ
t

り
の
月
抑
制
t
ζ

照
令
の
上
令
計
仁
て
持
迎
し
印
刷
る
も
の
…
べ
を
-
も
の
な
る
と
を
は
之
を
縄
経
勘
定
仁
立
て
ほ
泊
る
が
如

臥
v
h
v

ら
お
J

A

一
し

，t
・
巴
夢
、
，
，
、

3

以
下
少
し
く
椛
業
以
外
の
牧
入
支
出
に
付
設
説
明
す
る
所
…
米
関
鍛
謎
合
計
に
就
〈
大
に
管
ふ
ぺ
を
紡
は
資
本
勘
定
.
に

あ

る

べ

し

一

封

ず

る

注

窓

の

周

到

な

る

乙

之

ゑ

な

か

ωも
合
計
一
波
長
は

傍
業
以
外
の
収
入
と
は
日
公
債
林
務
其
の
他
の
有
償
統
治
妙
に
一
常
に
不
合
理
に
資
本
勘
定
に
立
つ
み
を
防
が
ん
が
幼
め
趨

よ
I

り
受
北
る
利
子
刷
出
常
金
附
随
事
業
の
利
設
金
及
び
訴
他
一
業
山
立
に
到
す
る
仕
掛
川
ポ
は
放
(
の
部
下
を
し
て
入
念
に
検
資

之
仁
川
似
す
る
牧
入
金
を
云
ぴ
儲
業
以
外
の
支
出
と
は
枇
佼
一
せ
し
め
大
る
上
常
白
・
わ
ら
之
が
再
測
を
な
味
、
:
れ
ば
認
可

共
の
他
の
借
入
金
仁
川
到
し
文
挑
ふ
利
子
株
主
へ
の
間
営
ア
ど
典
へ
も
d

る
に
あ

b

金
、
旭
業
皆
、
附
随
業
の
快
損
金
枕
金
其
の
他
之
に
類
ず
総
業
牧
文
勘
定
は
月
約
計
算
を
な
す
含
滋
別
と
す
此
の
月

る
文
出
金
d
Z
一
五
ふ
但
し
税
金
に
付
て
は
多
少
忠
一
な
1

り
北
る
締
計
算
を
な
す
仁
は
十
日
よ
J

り
十
五
日
の
橋
'
深
刻
日
を
有

意
見
あ
る
が
如
し
と
総
意
之
を
替
業
費
以
外
仁
置
く
を
以
ず
月
締
計
算
書
の
書
式
大
略
以
下
の
如
し
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鶴
業
収
入

乗

客

白
川
吋
品
川
VJ

』ぷ
1

・H川
q
‘

部

俊

小
荷
物

雑
収
入

倍
業
文
出

線
路
及
其
他
の
峨
自
治
物
の
補
絵

本
刺
及
呉
伯
の
器
且
ハ
の
補
給

操
業
総
投

総
係
投

-U」凸
I
E
E
h
也、Hh

A
J
t
口
HJVメ
y
m
u
・

而
し
て
年
皮
決
算
報
告
書
は
政
府
の
定
め
捻
る
一
定
の
規

定
に
基
づ
を
編
成
し
允
る
も
の
な
れ
ば
符
餓
選
殆
ん
ど
同

一
憾
裁
な
ら
以
下
少
し
く
年
皮
決
算
報
告
に
付
を
説
明
す

る
と
乙
ろ
あ
る
べ
し

年
度
報
告
は
以
下
の
一
一
…
積
よ
'
り
な
る

山

w

損

続

表

向

資
J

産
負
債
表

mw

操
業
報
告
訴
他
の
統
計
表

第
一
損
議
表
は
以
下
の
慨
裁
に
よ
る

の吋
O
ω
m
O
M
H
3…
口
問

ω

:

:

:

:

。
勺
印
吋
丸
山
口
問
印
M
M
U
O口

m
m
m
i
l
l
i
-
-

2
日
)
対
日
け
O
P
吋ロ

E
m
u

0
5
2・
2
8
3
0

(ω
己
日
)
の
円
0
m
m
山口

n
0
5
0

ロ
リ
向
。
仏

nげ
斜
吋
向
。

ω

(
岳
民

)
Z
.
2
山口
U
O
S印

り
守
日

gハ山

(
九
日
向

)ω
ロ
吋
勺
日
ロ

ω

:

:

:

・

。
吋

Oω
山
内
山
吋

R
D
m

は
拍
似
て
の
枚
入
を
一
流
ふ
但
し
所
有
感
債

設
に
株
歩
の
利
子
及
配
常
金
等
、
以
之
を
合
吟
山
崎
d

る
を
以
て

誠
日
混
と
す

。
勺
印
吋
伊
仲
山
口
同
向
日
勺

g
お
ω

は
以
上
の
牧
入
を
得
る
が
匁
め
に

殺
す
認
識
裂
な
よ
リ

0
5
3
山口

0
0
5
0

は
所
有
一
公
依
及
川
似
歩
の
利
子
及
削
常
会
一

を
ニ
ム
ふ

h

m，
W
日
仏

n
E品目
ω

は
税
金
及
枇
伎
の
利
子
等
よ
I

り
な
る
第
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雑
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二
資
底
負
佼
表

資
産
負
債
ム
…
演
は
之
宮
要
す
る
に
以
下
の
匹
分
仁
ょ
ん
友
項

目
の
種
別
を
列
記
し
、
北
る
も
の
な
t
り

(

減

糊

)

(

愉

時

)

の何一勺日
ω
・け
mvω

凶
作
仲
切
の
戸
一
勺
山
門
戸
け
H
L
C
.

ぴ一一…
znum山

〈リロ
q
o口・門知
ωω

日

立

の

ロ

ミ
A
W

口付
H
K
Vげロ…片山
2

〕

V
円

O
{
山け
hWHomω

ハ仏久山口比)吋門
o
m
?
何日
0
ω
ω
(
ω

ロ吋勺日ロ
ω
)

第
一
一
一
報
告
普
及
ば
統
計
表
肱
大
略
以
下
の
一
一
一
穏
に
区
別
す

る

乙

、

と

を

得

べ

し

一

れ
り

ωけmw
け円切片山口
ω
o
m
円

O
N
H
仏

山

付

加

向

日

町

一

向

M
N
4
2
g
o
m
H
O口
一
口
問

ωけ

o
n
z

m
w
M
W
8
2
3
0コ門戸内出口

以
上
の
統
計
は
枚
入
支
出
が
来
し
て
五
蛍
な
る
原
因
結

某
に
撮
る
が
も
の
な
る
や
否
や
を
検
す
る
唯
一
の
材
料
と
す

今
仮
に
或
鍛
謎
舎
一
般
に
し
て
補
給
裂
と
し
て
貨
寧
の
補
充

を
な
し
能
は
含
る
矯
め
厳
草
堂
其
鍛
生
か
し
置
を
新
に
貨

車
・
を
増
加
し
花
る
替
の
h
如
く
猿
ぴ
起
業
裂
を
以
て
支
出

し
北
J

り
と
せ
ん
か
之
を
接
見
す
る
の
治
之
よ
1
0
賢
地
に
就

て
調
査
す
る
に
如
く
な
し
と
蹴
ど
も
叉
以
上
の
統
計
を
粉
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密
に
調
査
す
る
に
於
て
は
之
が
接
見
す
る
に
難
・
わ
ら
ヂ
邸

も
が
良
一
の
民
主
ω
け山口
ω

に
於
け
る
貸
本
滋
扱
涯
の
平
均
仁

於
て
減
少
す
る
も
の
あ
る
を
見
る
べ
き
治
理
な
れ
ば
な
・
'QJ

ニ
品
!
ヨ
!
グ
セ
シ
ト
テ
ル
叉
は
ペ
ジ
ジ
ル
バ
ニ
ヤ
等
の

大
鍛
惑
に
於
て
は
此
等
の
統
計
は
百
を
以
て
数
ふ
る
の
多

き
G
の
あ
る
を
例
之
す

率斤

-ヤ司内・

7鼠

t叱

i去さ
Fニ主主

:主任
ヨ宮古

政

策
it平

加
藤
政

之
助
者

星

野

新

吉

本
著
除
、
加
膝
氏
が
問
題
の
隆
雄
は
、
宮
閥
強
兵
に
あ
t
リ

官
閥
強
兵
は
、
産
業
の
振
興
に
如
く
も
の
J

め
ら
b
と
て
我

岡
目
下
の
扶
践
を
鍛
払
て
悶
怒
夜
間
此
の
方
針
を
指
示
せ
ん

匁
に
唱
の
し
紛
へ
る
一
大
産
業
振
興
策
な
t

り
o

其
内
容
は

総
論
以
下
十
八
章
に
分
れ
・
主
力
を
関
税
政
策
。
税
港
整
理
。

及
内
閣
政
策
に
傾
倒
せ
る
が
如
し
。
各
軍
兵
の
多
年
の
級

機
に
よ
t
り
、
古
今
大
家
の
感
設
を
参
酌
し
、
古
来
の
騒
史

の
一
訴
す
所
仁
従
び
て
、
断
案
を
下
せ
る
者
に
し
て
、
加
ふ

る
に
民
濁
特
の
忠
愛
の
熱
情
を
以
て
す
。
世
・
問
中
読
む
べ

き
の
論
多
く
貴
仁
川
品
代
を
洞
察
せ
る
初
貸
の
論
丈
な
1

り。

第
一
車
総
論
は
世
界
の
産
業
史
に
欲
し
、
現
代
の
大
勢
を

凡
て
、
之
を
我
閥
情
に
照
し
、
鼠
備
の
総
少
す
べ
わ
ら
W
C

る
よ
1

り
論
b
q感
読
は
仰
れ
の
場
人
げ
に
於
て
も
之
を
賂
別

し
て
均
し
く
閥
宮
の
増
迩
k
期
し
得
ぺ
を
仁
あ
ら
や
ノ
』
と
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て
広
口
取
る
ぺ
な
時
期
に
越
す
る
方
策
、
乞
定
め
食
I
9
0

第
二
章
に
『
日
本
の
地
形
及
宮
源
b
E
C
題
し
て
、
我
地
位
を

泰
西
の
諸
闘
に
比
較
し
て
決
し
て
劣
等
に
あ
ら
安
寧
ろ
彼

よ
J

り
好
地
位
に
位
ず
る
を
一
誠
び
宮
孤
亦
乏
し
か
ら
か
」
る
を

以
て
有
望
な
る
を
説
く
。

第
一
ニ
章
に
一
全
よ
り
て
は
鉱
山
間
捗
個
人
主
義
が
閥
家
殺
図
版
仁
有

利
な
ら
歩
、
反
っ
て
有
害
な
る
を
主
張
し
て
『
自
由
貿
易

の
下
に
未
来
永
劫
常
時
の
盛
巡
を
総
統
し
得
べ
し
と
思
ヘ

る
英
闘
の
農
業
は
米
濁
業
他
の
競
争
の
潟
に
失
敗
し
て
今

日
の
惨
釈
を
呈
せ
よ
リ
お
と
英
閣
の
資
例
を
引
を
治
極
無
干

渉
の
個
人
主
義
を
排
斥
し
、
閥
濯
の
夜
間
以
に
侠
あ
る
積
極

的
側
家
一
枇
合
主
義
を
取
ら
e

ま
る
べ
か
ら
み
y
t問
家
の
取
る

べ
を
根
本
主
義
に
解
決
を
輿
へ
た
F
0
・/O

第
凶
章
関
税
政
策
に
論
及
す
る
や
、
史
的
中
波
の
感
設
を
採

b
、
保
護
政
策
を
主
政
ず
英
獅
米
の
貨
例
b
q
泉
げ
て
以
て

論
述
す
る
と
ζ

ろ
一
止
硲
剣
明
な

b
。
英
凶
に
し
て
常
初
よ

1
9
、
保
護
政
策
古
橋
絞
せ
し
な
ら
ん
に
は
獅
潟
地
の
如
く
良

薬
に
工
業
に
共
仁
州
知
え
大
1

り
し
河
川
ら
ん
と
推
定
を
下
し
k

b
o
実
闘
の
税
放
を
日
ル
て
総
入
超
泌
の
恐
る
べ
き
を
統
計


